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つある。そこで，標記のテーマに迫るため，1975年に vol.1を出し45年継続されている Assessment 
& Evaluation in Higher Education をレビューしたが，日本の高等教育実践のデータを使って論じ
たものは皆無に近い状況であった。和文はおろか英文での当該分野での発信は，特に国内の教育学
部・教育学研究科，他大学からは皆無に近い。そうした中で，最新号に掲載された日本のウィキン
による論文［Wicking, P.（2020）. Formative assessment of students from a Confucian heritage 















































年報14有本氏ほか1C_三[247-266].indd   246 20/12/3   17:22:05
―　　―247
 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第69集・第1号（2020年）






Leung, 2009）。そこで本研究では，日本という一つの CHC に生きる学習者に着目し，どうすれば形
成的アセスメントを上手く導入できるようになるのかについて，理解を深めていくこととする。
　形成的アセスメントの理論的枠組みは，主に英語圏の文脈での研究を中心に数多く提案されてき
た。それらは，真正のアセスメント（Finch, 2002; Frey et al., 2012），ダイナミック・アセスメント
（Poehner，2007; James, 2012），学習のためのアセスメント（Assessment Reform Group, 2002; 
Gardner, 2012; Sambell, McDowell & Montgomery, 2013），教育者を基軸にしたアセスメント





















に努力し，必要以上にお金をかけず，根性をもって忍耐強くいることである（Hofstede & Bond, 
1988）。































（Biggs, 1999; Hofstede, Hofstede & Minkov, 2010）。ある事例では，日本と台湾の大学入試問題を
内容分析したところ，宣言的知識が極めて重要ではあったが，それらは分析的で解釈的な翻訳スキ












学入試が社会に及ぼしている影響を断ち切ることはできなかった（Kwon, Lee & Shin, 2015）。より
広範な社会文化的・思想的環境が，アセスメントの信念と実践に強く働きかけている（Teasdale & 
Leung, 2000）。アセスメント実践の改善に向けて道案内をしてくれる研究を数多く築き上げるには，
多背景にわたる参加者を対象にした多くの研究が必要とされる（Hayward, 2012; Reimann & 
Sadler, 2017）。
　本研究で焦点を当てるのは高等教育の学生であり，未だ研究の盲点となっている領域である




















中等教育の生徒に初めて使用された（Brown & Hirschfeld, 2008）。その後，SCoA は多くの改良が
加えられており，今日までにブラジル，アメリカ，オーストラリア，ニュージーランド，そしてイラ
ンの高等教育で活用されている（Brown, Pishghadam & Sadafian, 2014）。つい最近，中国と香港の
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初めて開発した人物はバークフイツェンとヴェッテ（Barkhuizen & Wette, 2008）であり，彼らは中
国の大学で教鞭を執っている英語教員の経験を探究した。それ以降，多岐に及ぶ文脈で使用されて



































































































































































































者が最も支持をしていない信念でもあることをブラウンとオウ（Brown & Wang, 2016）が突き止め






























































　これまでの結果と考察から，CHC の学習者を相手に授業をしている教育者，あるいは CHC 諸国
で働いている教育者に向けて，提言をいくつか行うことができる。以下に掲げる形成的アセスメン
ト実践の提言は，英語圏の文脈の研究が支持している実践とよく合致している（Gardner, 2012; 
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 Classroom assessment in our department has been carried out for more than 10 years, but it 
is done routinely, based on the idea that faculty members have to do the teaching evaluation, and 
there is no concept of enjoying the students and the assessments themselves, so it has not 
produced any significant results. This is an area where there is a big gap between our school and 
other countries. With our graduate school now online, it has become much easier to obtain and 
organize and analyze data, and due to the change in the balance of power, the demand from 
students for innovation in lectures and learning has become stronger, and the awareness of 
faculty members has reached a certain point of change. However, there has been almost no 
dissemination in English in the field, especially from domestic schools of education, graduate 
schools of education and other universities. In this context, with the kindness of a third author, 
who has demonstrated the presence of assessment through data collection using mixed research 
methods in the peer revied international journal , we will examine the supplement and 
commentary of Wicking （2020）. We propose this paper as a cornerstone for further international 
collaboration, listing the challenges. It would also be applicable to Faculty Development （FD）.
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